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平成２０年度 私立短期大学「教務関係調査」 

＜調 査 票＞ 
日本私立短期大学協会 

教 務 委 員 会 

（平成 20 年 7 月 14 日締切） 
 

     ①  回答は全て回答票に記入してください。 

     ②  「短期大学コード」欄には、別添「教務関係調査 短期大学コード一覧」より、貴学の該当コード 
         を記入してください。 
     ③  特に指定のない場合は平成20年5月1日現在で記入してください。 

     ④  それぞれ設問の回答欄に、選択肢の番号を１つだけ記入してください（複数回答可の設問除く）。 

     ⑤  ※のついた設問は、該当短期大学のみお答えください。 

     ⑥  ％表示の場合には、小数点第２位を四捨五入してお答えください。 

     ⑦  学科により異なるなどで、１つの選択肢を特定できない場合は、平均値あるいは多くの学科が 

         該当する項目を選択してください。 

     ⑧  選択肢がその他や該当するものがない場合等は、回答票の「Ⅸ．その他」に記述してください。 

     ⑨  本調査の回答票は、調査目的以外に使用することはありません。また、短期大学名及び個別の 

         資料等は公表いたしません。 

 

 

  Ⅰ．短期大学の概要等に関する事項 
 設      問 選   択   肢   等 

 Ａ．設置されている学科の分野別の数を、それぞれの回

  答欄に下記の数字で記入してください。専攻科、別

  科、通信教育は除きます。設置学科の分野別は学校

  基本調査によってください。 

      １学科…①  ２学科…②  ３学科…③ 

      ４学科…④  ５学科…⑤  ６学科…⑥ 

      ７学科以上…⑦ 

ａ人文関係    ｈ教育関係 

ｂ社会関係    ｉ芸術関係 

ｃ教養関係    ｊその他 

ｄ工業関係 

ｅ農業関係 

ｆ保健関係 

ｇ家政関係 

 Ｂ．昼夜別の設置の状況について 
  （複数回答 可） 

①第一部 ②第二部 ③第三部 ④昼夜開講 

 Ｃ．修業年限について（長期履修学生を除く） ①２年 ②３年 ③２年及び３年 

 Ｄ．学期制について ①二学期制 ②三学期制 

 Ｅ．全学科の１年次の入学定員について 

  （専攻科、別科、通信教育、募集停止分を除く） 

①100人以下 ②101～200人 

③201～400人 ④401～600人 

⑤601～1,000人 ⑥1,001人以上 

 Ｆ．全学生数について 

  （専攻科、別科、通信教育を除く） 

①200人以下 ②201～400人 

③401～800人 ④801～1,200人 

⑤1,201人以上 

 Ｇの１．長期履修学生制度の有無について ①制度 有 ②検討中 

③制度 無 

※ Ｇの２．長期履修学生の人数について ①0人 ②1～10人 ③11～20人 ④21～30人 

⑤31～40人 ⑥41～50人 ⑦51人以上 

 Ｈの１．全学生数に対する外国人留学生の占める割合 ①0％ ②0.1％ ③0.2～0.5％ 

④0.6～1.0％ ⑤1.1～5.0％ ⑥5.1％以上 

※ Ｈの２．外国人留学生の人数 
 

①10人以下  ②11～20人  ③21～30人 
④31～50人  ⑤51～100人  ⑥101人以上 

【記入上の注意事項】 
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 Ｉの１．科目等履修生制度の有無について ①制度 有 ②検討中 

③制度 無 

※ Ｉの２．科目等履修生の人数 ①0人 ②1～10人 ③11～20人 ④21～30人 

⑤31～40人 ⑥41～50人 ⑦51人以上 

 Ｊの１．聴講生制度の有無について 

 

①制度 有 ②検討中 

③制度 無 

※ Ｊの２．聴講生の人数 ①0人 ②1～10人 ③11～20人 ④21～30人 

⑤31～40人 ⑥41～50人 ⑦51人以上 

 Ｋの１．専攻科の設置について 
（複数回答 可） 

①大学評価・学位授与機構認定の専攻科を設置 

②①以外の専攻科を設置 

③無 

※ Ｋの２．認定専攻科に在籍する学生数について 
    （専攻科1年及び2年含む）  

①30人以下 ②31人～60人 ③61人～100人  
④101人以上 

※ Ｋの３．認定専攻科修了後の学士取得者数について 
    （平成19年度修了生） 

①30人以下 ②31人～60人 ③61人～100人  
④101人以上 

 Ｌ．別科の設置について ①設置している 

②設置していない 

 Ｍ．併設大学（４年制大学）の設置について 

 

①短大より開設年度が早い併設大学を設置 

②短大より開設年度が遅い併設大学を設置 

③併設大学を設置していない 

 Ｎ．短大(及びその学科等)から、４年制大学の学部、 
  学科への改組、転換の計画がありますか 

①４年制大学を併設しているが、計画がある 
②     〃        検討中 

③４年制大学を併設していないが、計画がある 
④     〃        検討中 
⑤計画がない 

 Ｏ．「地域総合科学科（総称）」の開設について ①開設している 

②開設を準備中 

③開設を検討中 

④開設の予定なし 

 

 

  Ⅱ．入学者の選抜に関する事項（平成２１年度入試計画でお答えください） 

 設      問 選   択   肢   等 
 Ａ．入学者選抜方法の種類について（複数回答 可） 

 

 

 

 

①一般入試 

②大学入試センター試験を利用 

③専門高校・総合学科卒業生選抜 

④ＡＯ型入試 

⑤推薦入試（指定校） 

⑥推薦入試（公募） 

⑦推薦入試（附属高校） 

⑧推薦入試（自己推薦） 

⑨推薦入試（特別推薦） 

⑩推薦入試（その他） 

⑪特別選抜（帰国子女） 

⑫特別選抜（社会人） 

⑬特別選抜（その他） 

⑭外国人留学生選抜 

⑮その他 
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 Ｂの１．一般入試の複数回実施について ①１回のみ実施 

②複数回実施（前期・後期、Ａ・Ｂ方式など） 

 Ｂの２．一般入試の選抜方法について（複数回答 可）

    ＜複数回実施の場合は主たる試験「募集人数

の多い方」について回答してください＞ 

①学力検査 ②小論文 ③実技検査 ④面接 

⑤作文 ⑥適性検査 ⑦その他 

※ Ｂの３．一般入試の学力検査について 

    ＜複数回実施の場合は主たる試験「募集人数

の多い方」について回答してください＞ 

①３教科入試を実施 ②２教科入試を実施 

③１教科入試を実施 ④学科により異なる 

⑤その他の方法 

※ Ｃの１.大学入試センター試験利用入試の内容について

（複数回答 可） 

①個別の試験は実施していない 
②個別の学力試験を実施している 
③小論文を課している 
④面接を実施している 
⑤その他 

※ Ｃの２．大学入試センター試験の利用科目数について 

    （複数回答 可） 

①１科目 ②２科目 ③３科目 ④その他 

※ Ｃの３．入学定員に対するセンター試験利用入試の募集

人数の割合について（附属高校を除く） 

①10％以下 ②11～20％  ③21～30％ 

④31～40％  ⑤41～50％  ⑥51～60％ 

⑦61～70％ ⑧71％以上  

※ Ｄの１．入学定員に対するＡＯ型入試の募集人数の割合

について  

①10％以下 ②11～20%  ③21～30％ 

④31～40％  ⑤41～50%  ⑥51％以上 

※ Ｄの２．ＡＯ型入試の内容について（複数回答 可） 

 

 

 

 

①書類提出（志望動機、学習目的等々） 

②面接・面談 

③小論文・作文 

④自己表現・発表 

⑤その他 

※ Ｄの３．ＡＯ型入試の実施（エントリー）開始時期はい

つからですか 

＜開始時期は募集要項に記載している開始日

を記入してください＞ 

①７月以前 ②８月 ③９月 ④１０月 

⑤１１月以降  ⑥その他 

※ Ｄの４．ＡＯ型入試の出願資格について 

 

①卒業見込者のみ ②卒業後1年まで  

③卒業後2年まで ④制限 無 ⑤その他 

※ Ｄの５．ＡＯ型入試について、入試の前・後を含め高校

より書類を求めますか 

①推薦書 ②調査書 ③推薦書と調査書 

④求めない ⑤その他 

※ Ｅ．推薦入試（指定校）試験の内容について 

  （複数回答 可） 

①書類審査のみ 

②書類審査と面接 

③書類審査と面接及び基礎学力（小論文や実技 

 等）審査 

④書類審査と基礎学力（小論文や実技等）審査 

⑤面接と基礎学力（小論文や実技等）審査 

⑥その他 

※ Ｆの１．推薦入試（公募）試験の内容について 

    （複数回答 可） 

 

 

 

 

 

①書類審査のみ 

②書類審査と面接 

③書類審査と面接及び基礎学力（小論文や実技 

 等）審査 

④書類審査と基礎学力（小論文や実技等）審査 

⑤面接と基礎学力（小論文や実技等）審査 

⑥その他 

※ Ｆの２．推薦入試（公募）試験の出願資格について ①卒業見込者のみ ②卒業後1年まで  

③卒業後2年まで ④制限 無 ⑤その他 
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※ Ｇ．入学定員に対する推薦入試募集人数の割合について

  （附属高校を除く） 

①10％以下  ②11～20％  ③21～30％ 

④31～40％  ⑤41～50％  ⑥51～60％  

⑦61～70％  ⑧71％以上 

※ Ｈの１．特別選抜（帰国子女）の日本の高校卒業資格に

        ついて 

①日本の高校卒業 可 

②日本の高校卒業 不可 

※ Ｈの２．帰国子女として認める日本の高校の在学年数に

ついて 

①６ヶ月以内 ②１年以内 ③１年６ヶ月以内 

④２年以内 ⑤定めていない ⑥その他 

※ 

 

 

Ｉの１．特別選抜（社会人）の出願資格の年齢制限につ

いて 

①20歳以上 ②21歳以上 ③22歳以上 

④23歳以上 ⑤24歳以上 ⑥25歳以上 

⑦26歳以上 ⑧制限 無 ⑨その他 

※ Ｉの２．特別選抜（社会人）の出願資格の就業経験につ

いて 

①経験を条件とする ②経験は不問 ③その他 

※ Ｊ．外国人留学生選抜の「日本留学試験」（日本学生支

援機構）の利用について 

 

 

①試験結果を利用している 

②参考にしている 

③試験結果を利用していない 

④その他 

 Ｋ．学生確保の方策として力を入れていることは何です

か。 

（複数回答 可） 

①広報活動（高校訪問、ｷｬﾝﾊﾟｽ見学会等含む） 
②入試改革 
③教育（授業）改革 
④資格取得の充実 
⑤進路指導（就職・進学） 
⑥施設・設備の充実 
⑦奨学金の充実 
⑧授業料等の減免 
⑨高校との連携（協定等による） 
⑩留学生の積極的な受入れ 
⑪その他 

 Ｌ．一般入試以外の入試での入学手続き完了者へ入学前

に何か課題を与えていますか。 

①課題を与え、自習させている 
②課題を与え、レポート・作品等の提出を求める

③課題を与え、レポート・作品等の提出を求め、

  添削等の指導を行う 
④与えていない 
⑤その他 

 
 
  Ⅲ．学籍とその異動に関する事項 
 設      問 選   択   肢   等 
 Ａ．学籍（氏名文字、生年月日等）の裏付けのために入

学時に提出させる書類について 

①公的書類（戸籍抄本・住民票等） 
②本学所定用紙(誓約書、学生個人カード等を含む)
③提出書類 無 ④その他 

 Ｂの１．平成20年度入学式の日について 
    （複数回答 可） 

①４月１日 ②４月２日～５日 

③４月６日～10日 ④４月11日以降 
⑤秋入学として定めた日 

 Ｂの２．証明書等に記載する入学年月日について ①４月１日 ②入学式の日 ③年月のみ 

④その他 

 Ｃの１．平成20年度卒業式の日について 
    （複数回答 可） 

①３月10日以前 ②３月11日～15日 

③３月16日～20日 ④３月21日以降 
⑤秋卒業として定めた日 

 Ｃの２．証明書等に記載する卒業年月日について ①３月31日 ②卒業式の日 ③年月のみ 

④その他 
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 Ｄ．在学年限について（長期履修学生を除く） 

 

①修業年限の1.5倍 ②修業年限の２倍 

③修業年限の2.5倍 ④修業年限の３倍 

⑤その他 

 Ｅの１．休学として扱う最低期間について ①１ヶ月以上 ②２ヶ月以上 ③３ヶ月以上 

④６ヶ月以上 ⑤その他 

 Ｅの２．通算して休学できる最長期間について ①修業年限の半分以内 ②修業年限と同年数 

③その他 

 Ｅの３．平成19年度における、全学生数に対する休学者

の割合について 
①0％ ②0.1％ ③0.2～0.5％ 

④0.6～1.0％ ⑤1.1～5.0％ ⑥5.1％以上 

※ Ｅの４．平成19年度の休学者の人数について ①5人以下  ②6～10人  ③11～20人  ④21～30人
⑤31～40人  ⑥41～50人  ⑦51～100人   
⑧101人以上 

※ Ｅの５．平成19年度主な休学の理由について ①健康上の理由 ②経済的事情 ③進路問題  
④その他 

 Ｅの６．休学者から在籍料等を徴収していますか ①授業料（相当額）を徴収 
②授業料の半額を徴収  
③授業料のみを半額を免除 
④その他、特定の金額や学納金に対する割合を定

めて徴収 
「差し支えない範囲でⅨその他に具体的に

記述してください」 
⑤徴収していない 

 Ｆの１．平成19年度における、全学生数に対する退学者

（除籍者を含む）の割合について 
（３月に遡った退学者を含む） 

①0％ ②0.1～1.0％ ③1.1～2.0％ ④2.1～3.0％
⑤3.1～4.0％ ⑥4.1～5.0％ ⑦5.1％以上 

※ 

 

Ｆの２．平成19年度の退学者の人数（除籍者を含む）に

ついて 
（３月に遡った退学者を含む） 

①5人以下  ②6～10人  ③11～20人  ④21～30人
⑤31～40人  ⑥41～50人  ⑦51～100人   
⑧101人以上 

※ Ｆの３．平成19年度の主な退学の理由について ①健康上の理由 ②経済的事情 ③進路問題  
④学業不振 ⑤除籍 ⑥その他 

 Ｇの１．再入学制度の有無について ①制度 有 ②制度 無 

※ Ｇの２．再入学ができる退学後の年数について 

 

①１年以内 ②２年以内 ③３年以内 

④４年以内 ⑤５年以内 ⑥年数制限 無 

⑦定めていない 

 Ｈの１．卒業生の学籍簿の保存期間について ①20年 ②永久 ③その他 

 Ｈの２．卒業生の学籍簿の管理部署について ①教務担当部署 ②他の部署 

③法人事務局又は本部 

 
 
 Ⅳ．教育課程と履修登録に関する事項 

 設      問 選   択   肢   等 
 Ａの１．履修登録単位数の上限について 

 

①学則で定めている 

②学則以外の規程で定めている 

③検討中 

④上限を設けていない 

※ Ａの２．履修登録単位数の上限を設けている場合の設定

学期について 
 

①１年間での上限を設定 

②１学期（１ｾﾒｽﾀｰ）での上限を設定 

③その他 
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※ 

 

 

Ａの３．履修登録単位数の上限を設けている場合の上限

単位数について 
    ＜上記Ａの２で選択された回答について、回答

欄の該当箇所にご回答ください＞ 
（複数回答 可） 

①15単位以下  ②16～20単位  ③21～30単位 
④31～35単位  ⑤36～40単位  ⑥41～45単位 

⑦46～50単位  ⑧51単位以上  ⑨その他 

 Ｂの１．履修登録の時期について 
    （複数回答 可） 

①授業開始の前週 ②授業開始１週間目 

③授業開始２週間目 ④その他 

 Ｂの２．履修登録の内容について ①選択科目のみ ②全科目 

 Ｂの３．履修登録の方法について ①年度当初に一括登録 ②学期毎に登録  
③その他 

 

 

Ｂの４．履修登録データの入力方法について 

 

 

 

 

①ＯＭＲ入力 

②ＯＣＲ入力 

③バーコード入力 

④手書データをパソコンでキーボード入力 

⑤学生がＷｅｂ上に直接入力 

⑥その他 

 Ｃ．海外での研修等を含む授業科目の開設状況について

  （例 海外研修事前指導） 

（複数回答 可） 

 

①教養的科目の必修として開設 

②教養的科目の選択として開設 

③専門的科目の必修として開設 

④専門的科目の選択として開設 

⑤課外科目として開設 

⑥開設していない 

 

 

Ｄ．インターンシップ制度について ①制度 有 ②制度 無 ③検討中 

④制度は確立していないが実施はしている 

 Ｅ．学外におけるボランティア活動の単位認定について

  （教免の介護等体験は除く） 

①単位として認定 ②単位認定はしていない 

③検討中 ④課外活動として認める 

 Ｆ．オフィスアワーの設定について 

 

 

 

①所定の時間帯に設定 

②教員の空き時間を利用して設定 

③昼休み時間を利用して設定 

④教員に設定時間を一任 

⑤特に設定していない 

 Ｇ．正規の課程以外に資格などの取得を目的に開設して

いる講座などについて 

  （教育課程に組み込まれた教職課程や司書課程等を

除く） 

①開設している「差し支えない範囲でⅨその他 

に具体的に記述してください」 

②開設していない 

 Ｈ．時間割編成を始める時期について 
    ＜科目を配当し時間割を組むという意味です＞ 

①７月 ②９月 ③１０月 ④１１月 

⑤１２月 ⑥１月 ⑦２月 

 

 
 

    Ⅴ．授業と試験に関する事項 
 設      問 選   択   肢   等 
 Ａ．後期の授業開始日（二学期制）について ①９月上旬 ②９月中旬 ③９月下旬 

④１０月１日 ⑤１０月２日以降 

 Ｂ．授業の期間について 

 

 

①全学科学期完結型の授業 

②全学科学年完結型の授業 

③学科により異なる 

④学期完結型と学年完結型の科目が混在 
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※ Ｃ．セメスター制(学期授業完結型)の実施状況について

 

 

 

①全学科でセメスター制を実施 

②一部の学科でセメスター制を実施 

③セメスター制導入を予定 

④セメスター制に関心がある 

⑤セメスター制導入の計画はない 

 Ｄの１．単位の計算方法について 

   （１単位あたりの授業時間） 

   （例外規定科目は除く） 

①講義15、演習30、実験・実習・実技45時間 

②講義・演習15、実験・実習・実技30時間 

③講義・演習30、実験・実習・実技45時間 

④講義15、演習・実験・実習・実技30時間 

⑤その他 

 Ｄの２．単位認定上の１時間について 

   ＜例 １コマ２時間の授業を９０分で実施して

いる場合、４５分となります＞ 

①60分 ②55分  ③50分 ④45分 

⑤40分 ⑥その他 

 Ｅ．授業週５日制の実施について 

 

 

①完全実施している 

②通常授業は５日間、後の１日は補講、学校行事

  等にあてる 

③実施していない 

 

 

Ｆ．年間授業日数（定期試験・補講期間・ガイダンス等

を含む実習は除く）について 

① 210日以上 ② 200～209日 ③ 189～ 199日

④ 168～188日 ⑤167日以下 

 

 Ｇ．学則に定める休業日数(日曜・祝日を除く)について ①90日以下 ②91～100日 ③101日以上 

 Ｈ．受講者が極端に少ない場合の措置について 

   （複数回答 可） 

 

 

 

 

①１人以上なら原則開講 

②人数により閉講を検討 

③基準の人数以下なら原則閉講 

④科目により異なる 

⑤履修学生に他科目の履修を奨励 

⑥その他 

 Ｉ．受講希望者が極端に多い場合の措置について 

   （複数回答 可） 

①クラス（コマ）を増設する 
②抽選を行う 
③優先条件順（例えば２年生優先など）により決

  定する 
④試験により履修者を決定する 
⑤他科目への履修変更者を募る 
⑥調整しない 
⑦その他 

 Ｊの１．補講の実施について ①必ず実施 ②原則実施 ③基準により実施 

④担当教員に一任 ⑤実施しない ⑥その他 

※ Ｊの２．補講の実施時期について ①補講期間 ②補講期間又は空き時間 

③空き時間 ④その他 

 Ｋの１．公認欠席制度の有無について ①制度 有  ②制度 無 

※ Ｋの２．公認欠席の内容について 
（複数回答 可） 

 

 

①忌引 ②教育実習 ③教育実習以外の実習 

④競技会等参加 ⑤就職試験 ⑥就職活動 

⑦法定伝染病 ⑧学校行事 ⑨天災 
⑩交通機関の不通 ⑪その他 

※ Ｋの３．公認欠席の扱いについて 

 

①出席扱いとする ②欠席に数えない 

③授業回数に数えない ④担当教員に一任 

⑤その他 

 Ｌ．前期定期試験（二学期制）の時期について 
 

①夏季休暇前 ②夏季休暇後 ③その他 
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 Ｍの１．出席回数と試験の受験資格について 

    （複数回答 可） 

 

①５分の４以上出席 ②４分の３以上出席 

③３分の２以上出席 ④５分の３以上出席 

⑤２分の１以上出席 ⑥授業形態により異なる 

⑦担当教員に一任 ⑧制限 無 ⑨その他 

 Ｍの２．学納金と試験の受験資格について 

 

 

①未納の場合 受験不可 

②未納の場合でも「延納（分納）願」を提出す 

 れば 受験可 

③未納の場合でも 受験可  ④その他 

 Ｎの１．追試験制度について ①制度 有 ②制度 無 ③担当教員に一任 

 

※ Ｎの２．追試験の受験資格について ①本試験の欠席者すべてに資格あり 

②正当な理由（各大学で正当と認めているもの）

がある者のみ（実習・忌引き等） 

※ Ｎの３．追試験の受験手数料について ①無料 ②500円未満  ③500～1,000円未満 

④1,000円 ⑤1,001～3,000円未満 

⑥3,000円 ⑦3,000円超 

※ Ｎの４．追試験の採点について 

 

 

①減点する 

②理由により減点する 

③通常の採点と同じ 

④合格した場合でも合格最低点とする 

 Ｏの１．再試験制度について ①制度 有 ②制度 無 ③担当教員に一任 

※ Ｏの２．再試験の実施内容について ①特定科目 ②科目数を制限 ③全科目対象 

 

※ Ｏの３．再試験の実施時期について ①学期毎に実施 ②学年毎に実施 

③卒業期のみ実施 

※ Ｏの４．再試験の受験手数料について ①無料 ②500円未満  ③500～1,000円未満 

④1,000円 ⑤1,001～3,000円未満 

⑥3,000円 ⑦3,000円超 

※ Ｏの５．再試験の採点について 

 

①減点する 

②通常の採点と同じ 

③合格した場合でも合格最低点とする 

 Ｐ．試験における不正行為の教務上処置について 

（複数解答 可） 

 

 

①当該学期の全科目無効（零点） 

②当該科目とそれ以降の科目無効（零点） 

③当該科目のみ無効（零点） 

④その他 

 Ｑ．通常の授業を受講するための補完授業を実施してい

ますか 

①実施している「差し支えない範囲でⅨその他に

  具体的に記述してください」 

②実施していない 

 Ｒ．入学式前に新入生に対するガイダンスを実施してい

ますか 

①実施している「差し支えない範囲でⅨその他に

  具体的に記述してください」 

②実施していない 

 Ｓ．月曜日の授業回数の確保の方策について 

（複数回答 可） 

①他の曜日に月曜日授業を実施 
②休日の月曜日に授業を実施し、他の曜日を休み

  とする 
③補講日に月曜日授業を実施 
④学期の開始、終了時期あるいは休業期間等を調

  整し授業回数を確保 
⑤方策は講じていない 
⑥その他 
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    Ⅵ．成績評価と単位認定に関する事項 

 設      問 選   択   肢   等 
 Ａの１．成績評価の表記について 

 

 

①点数表記 

②アルファベット表記（点数併記も含む） 

③漢字表記（点数併記も含む） 

④その他 

 Ａの２．成績評価の方法について ①５段階評価 （例 秀・優・良・可・不可） 
②４段階評価 （例 優・良・可・不可） 
③その他「差し支えない範囲でⅨその他に具体的

に記述してください」 

 Ｂの１．単位認定の最低点(100点法換算）について 

 

①60点 ②59点 ③55点 ④50点 ⑤40点 

⑥その他 

 Ｂの２．単位認定に関して、予習・復習の徹底を組織的

に取り組んでいますか 

①取り組んでいる 

②検討中 

③取り組んでいない 

 Ｂの３．成績評価基準を組織的に設けていますか 
    （Ａの２の方法で評価をおこなうための、共通

の基準がありますか） 

①設けている「差し支えない範囲でⅨその他に具

体的に記述してください」 

②検討中 

③設けていない 

 Ｂの４．ＧＰＡ（ｸﾞﾚｰﾄﾞ･ﾎﾟｲﾝﾄ･ｱﾍﾞﾚｰｼﾞ）制度の実施に

ついて 
ＧＰＡ：アメリカで一般的に普及している成績評

価制度。例えばＡＢＣ等の成績ランクそれ

ぞれに、配点（Ａは４点、Ｂは３点等）が

あり、その点数をもとにした総合的な平均

成績であるＧＰＡが計算される。 

①実施している 

②実施を検討中 

③実施していない 

※ Ｂの５．ＧＰＡの活用方法について 
（複数回答 可） 

①履修制限 ②卒業制限 ③退学勧告 ④奨学金

⑤表彰 ⑥その他「差し支えない範囲でⅨその他

に具体的に記述してください」 

 Ｃの１．成績通知の配付方法について 
（複数回答 可） 

①手渡し ②郵送 ③掲示 

④学生が直接学内ランによる端末検索で確認 

 Ｃの２．成績通知の配付対象者について ①本人にのみ通知 ②本人と父母等に通知 

③父母等にのみ通知 

 Ｃの３．成績通知の記載科目について ①開設全科目を記載 
②単位修得科目のみ記載 
③全受講科目を記載（不合格を含む） 
④その他 

 Ｄの１．成績証明書の履修学年及び履修中科目の表示に

       ついて 

 

①両方とも表示している 

②履修学年のみ表示している 

③履修中科目のみ表示している 

④両方とも表示していない 

 Ｄの２．成績証明書の記載科目について ①開設全科目記載 ②単位修得科目のみ記載 

 

 Ｄの３．成績証明書の発行日数について ①当日 ②翌日 ③２日後 ④３日後 

⑤その他 

 Ｄの４．成績証明書の発行方法について 

 

 

①厳封し開封無効としている 

②厳封している 

③開封のまま 

④その他 
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 Ｄの５．成績証明書の発行手数料について ①無料 ②200円未満 ③200～300円未満 

④300～400円未満 ⑤400～500円未満  

⑥500円以上 

 Ｅの１．卒業見込証明書の発行制限（枚数）について ①発行制限 有 ②発行制限 無 

 Ｅの２．卒業見込証明書の発行開始時期について ①４月（履修登録前） ②４月（履修登録後） 

③５月上旬 ④５月中旬 ⑤５月下旬以降 

 Ｆ．証明書自動発行機の導入について ①導入している ②検討中 ③導入していない 

 Ｇ．入学前の既修得単位認定の上限について 

 

 

 

 

①規定 有（２年制16～30単位、３年制24～46単 

  位） 

②規定 有（２年制15単位以下、３年制23単位以 

  下） 

③規定 無（認定可） 

④認定しない 

 Ｈの１．単位互換制度について ①制度 有 ②制度 無 

※ Ｈの２．単位互換制度の実施状況について 

    (複数回答 可） 

①大学（国立・公立・私立・放送大学含む） 

②短期大学（国立・公立・私立） 

③高等専門学校 

④専修学校の専門課程 

⑤外国の大学 

⑥併設の大学 

⑦その他 

 Ｉの１．大学以外での教育施設等での学修による単位認

定について 

①制度 有 ②制度 無 

※ Ｉの２．大学以外での教育施設等での学修による単位認

定の状況について（平成19年度実績） 

（複数回答 可） 

 

 

①高等専門学校の専攻科における学修 

②高等専門学校の課程における学修 

③専修学校の専門課程における学修 

④文部科学大臣の認定を受けた技能審査の合格に

  かかる学修 

⑤その他文部科学大臣が定める学修 

「各学修の内容を、差し支えない範囲でⅨその

他に具体的に記述してください」 

 Ｊ．メディアを利用して行う授業の学修成果の認定の制

度について 

①制度 有 ②制度 無 

 

 

    Ⅶ．卒業に関する事項 

 設      問 選   択   肢   等 
 Ａ．卒業要件の単位数について（複数回答 可） 

  ＜第二部（夜間）および第三部は、（ ）内の単位

数を適用しないでください＞ 

①62単位（３年制93単位） 

②64単位まで（３年制96単位まで） 

③66単位まで（３年制99単位まで） 

④68単位まで（３年制102単位まで） 

⑤70単位まで（３年制105単位まで） 

⑥71単位以上（３年制106単位まで） 

 Ｂの１．学年途中（９月末等）での卒業認定について ①学則に規定 有 ②学則に規定 無 

 

 Ｂの２．学年途中の卒業の時期について ①９月卒業を実施 ②それ以外の時期  

③実施していない 
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 Ｃ．卒業時に取得できる諸資格の種類と資格取得率(％)

 ・取得者数について 
（％＝平成19年度取得者÷当該資格対象学科卒業生×100） 

 ＜取得率は資格ごとに、上記計算結果により次の①～

⑤でご回答ください＞ 

      ①10％以下  ②11～30％  ③31～50％ 

      ④51～70％  ⑤71％以上 

＜教育職員免許状（中学校二種）については、教科名

を回答欄の（ ）内に記入して下さい。複数の教科

がある場合は、全体の人数と取得率を回答欄に、教

科ごとの人数と取得率をⅨその他に記入してくだ

さい＞ 

①教育職員免許状（幼稚園二種） 

②教育職員免許状（小学校二種） 

③教育職員免許状（中学校二種） 

④養護教諭免許状 

⑤栄養士        ⑬情報処理士 

⑥図書館司書      ⑭ビジネス実務士 

⑦司書教諭       ⑮上級情報処理士 

⑧保育士資格      ⑯ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ実務士 

⑨学芸員補       ⑰医療管理秘書士 

⑩社会福祉主事任用資格 ⑱ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ 

⑪ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ２級     ⑲ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 

⑫秘書士        ⑳その他 

 Ｄの１．平成20年度学部(４年制)編入学の状況について

    （複数回答 可） 

 

①３年次編入学 有 

②２年次編入学 有 

③平成19年度に限り 無 

④毎年度ほとんど 無 

 Ｄの２．分野別の卒業者数と編入学者数について 

        （平成19年度卒業者数及び卒業者のうち４年

制大学へ編入学した者の人数）  

 

ａ人文関係 

ｂ社会関係 

ｃ教養関係 

ｄ工業関係 

ｅ農業関係 

ｆ保健関係 

ｇ家政関係 

ｈ教育関係 

ｉ芸術関係 

ｊその他 

 Ｄの３．編入学者数に占める併設大学編入学者数の割合

について 

①100％ ②99～80％ ③79～60％ 

④59～40％ ⑤39～20％ ⑥19～1％ 

⑦0％ ⑧併設大学 無 

 Ｄの４．編入学指導の担当部署について 

 

 

①編入学のみ扱う部署がある 

②既存の部署が担当している 

③特に無し 

 Ｄの５．編入学指導等の内容について 

 

 

 

 

 

①何もしていない 

②編入学先大学の受験に関する一般的情報の提供

  を行う 

③個別に編入学試験のアドバイス等を行う 

④カリキュラム上編入学希望者の優遇措置がある

⑤その他 

 Ｄの６．編入学の調査について 

 

 

①何もしていない 

②編入学試験の受験まで 

③編入学試験の合否まで 

④編入学試験の合格者の入学先まで 

 Ｅ．平成19年度卒業年次在籍者（留年者を含む）で卒業

できなかった者の割合と人数（卒業判定時） 

①0％ ②0.5％以下 ③0.6～1.0％ 

④1.1～2.0％ ⑤2.1～3.0％ ⑥3.1～4.0％  

⑦4.1～5.0％ ⑧5.1～7.0％ 

⑨7.1～10.0％ ⑩10.1％以上 

 Ｆ．卒業できなかった者への次年度の学費の減免措置に

ついて 

①減免の制度はなく、一年分徴収 

②学期分（９月末等で卒業の場合）徴収 

③修得単位数又は科目数等に応じて徴収 

④その他 

「③、④の場合、差し支えない範囲でⅨその他に

具体的に記述してください」 
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    Ⅷ．教員、職員、その他に関する事項 
 設      問 選   択   肢   等 
 Ａの１．専任教員の授業担当持ちコマ数について、基準

を設けていますか。 

①基準 有 ②基準 無 

※ 

 

Ａの２．専任教員の担当持ちコマ数に基準を設けている

場合の基準コマ数について 

  ＜コマ数は１授業時限「単位認定上の２時間（通常 

90分相当授業１回）」を１コマとし、その１週当

たりの回数でお答えください＞ 

  ＜学科で異なる場合は最大数を記入してください＞

①4コマ未満  ②４コマ  ③５コマ  ④６コマ 

⑤７コマ  ⑥８コマ  ⑦９コマ以上  ⑧その他 

 Ｂ．勤務規程（就業規則等）に定められている専任教員

   （教授）の週当たり出講日数について 

①週６日 ②週５日 ③週４日 ④週３日 

⑤週２日 ⑥学科で異なる ⑦定めていない 

 Ｃ．教員の任期制導入について ①導入している ②検討中 ③検討していない 

 Ｄ．非常勤教員が休講した場合の給与について 

 

①休講分減額（補講した場合は相当分支給） 

②減額しない（補講した場合は相当分支給） 

③減額しない（補講した場合でも支給しない） 

 Ｅ．教務事務管理の責任者（教務部長または教務部長職

を設けていない場合には教務課長等）の身分につい

て 

①教員 ②事務職員 ③その他 

 Ｆの１．教務系事務職員の勤務状況について ①週休２日制 ②隔週週休２日制 

③週６勤１休 ④その他 

 Ｆの２．教務事務担当部署の形態について ①短期大学の教務事務を単独で担当 

②併設大学の教務事務も合わせて担当 

③その他「差し支えない範囲でⅨその他 

  に具体的に記述してください」 

 Ｆの３．教務系事務職員の人数について 

    ＜併設大学と業務を合同で行っている場合は、

実際の全人数をご記入ください＞ 

①４名以下 ②５名～10名 ③11名以上 

 Ｆの４．教務系事務職員の構成について 

    （複数回答 可） 

＜教務事務担当部署を構成し、常時業務を行う

方をご記入ください＞ 

①専任職員 ②臨時職員 ③嘱託職員 

④人材派遣 ⑤その他 

 

 Ｇの１．自己点検・評価の規定について ①学則に規定 有 ②学則以外に規定 有 

③規定 無 

 Ｇの２．自己点検・評価の実施について ①毎年実施している ②隔年実施している 

③定期的ではないが実施している 

 Ｇの３．自己点検・評価の公表について ①公表している ②公表を検討中 

③公表していない 

 Ｇの４．ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）の

実施内容について 

（複数回答 可） 

①学生による授業評価 

②教員自身による授業評価 

③教員相互の授業参観 

④授業方法等についての研究会 

⑤その他 

「上記以外の実施内容があれば、差し支えない範

囲でⅨその他に具体的に記述してください」 

※ Ｇの５．学生による授業評価アンケートの配布・回収に

ついて 

①授業担当教員 

②事務職員 

③その他 

「差し支えない範囲でⅨその他に具体的に記述し

てください」 
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 Ｇの６．認証評価機関による評価の実施時期（実施済、

予定含む）について 

＜右の年度の中から答えてください＞ 

①17年度 ②18年度 ③19年度 ④20年度 

⑤21年度 ⑥22年度 ⑦23年度  

 Ｈ．スタッフ・ディベロップメント（ＳＤ）への取組み

について 

①取り組んでいる「差し支えない範囲でⅨその他

  に具体的に記述してください」 

②検討中 

③取り組んでいない 

 Ｉ．個人情報保護への取組みについて 

 

①既に規程及び取扱要項等を作成･対応している 

②講習会等を実施している 

③検討中 

④取り組んでいない 

 Ｊ．履修証明書を交付する学習プログラム（履修証明プ

ログラム）の開設について 

①開設している「差し支えない範囲で、講座名・

履修者数・開講の時期について、Ⅸその他 に具

体的に記述してください」 

②検討中 

③開設していない 

※ Ｋ．教育職員免許法に基づく免許状更新講習の実施につ

いて 

   

①平成２１年度より実施予定 

②平成２２年度以降実施予定 

③平成２１年度より併設大学で実施予定 

④平成２２年度以降併設大学で実施予定 

⑤検討中 

⑥実施予定なし 

 Ｌ．教務関係調査（本調査）の活用について この調査を実際に有効に活用された例や、この調

査へのご意見がありましたら、可能な範囲でⅨそ

の他に具体的に記述してください。 

 

 


